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令和6年度、三重県茶業会議所通常総会は、6月
13日（木）プラザ洞津（津市）で、役員会に引き
続き開催いたしました。
62名の代議員中、18名出席と33名の委任状によ

り、上程されました議案はすべて原案通り承認され
ましたのでその概要を記載いたします。

令和6年度事業計画
お茶は、人々の暮らしの中に深く溶け込み、生活にゆとりと潤いをもたらす飲み物として広
く利用されてきましたが、近年、日本茶の需給バランスが崩れ価格低下を招くとともに、物価
の上昇による消費者の買い控えや適正な価格転嫁が進まないなかで、燃料、肥料等資材の高騰
や流通コストの増加、労働人材の不足等により、生産者・商工業者など茶業関係者は厳しい経
済環境におかれています。
こうした状況のなか、国、県、市町においても様々な事業継続や販売促進のための支援措置
が講じられ、当会議所の会員においても、こうした事業を積極的に活用して自らの経営の維持
と将来の発展を目指した活動が行われています。
一方で、これまで取り組んできた、三重県で生産された安全・安心で良質な ｢伊勢茶｣ を消
費者に飲んでいただくことや「伊勢茶」に関する歴史・文化などの情報発信、ブランド力の向
上については、より一層の工夫が必要となっています。　
そこで、本年度は、将来に向けての伊勢茶産地の体質強化を念頭において、生産者、加工･
流通業者等が一体となって英知を結集し、下記の基本方針に沿い、伊勢茶ブランドの需要拡大・
浸透を図って行きます。

令和6年度通常総会を開催令和6年度通常総会を開催
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○伊勢茶のブランド力強化・消費拡大
日本茶の文化的価値やお茶のもつ機能や効能等とともに、伊勢茶の特徴や良さをわかり易く情報
発信し、県内外の消費者・実需者に対してお茶のある暮らしに向けた生活スタイルの提案を行います。

○良質な伊勢茶の生産・経営基盤の強化
三重県茶業が将来に向け安定的に持続するため、県・市町や関係団体等と連携して、高品質なお
茶の生産、計画的な茶樹の更新、経営コスト及びリスクの削減、担い手の育成などに取り組みます。
また、輸出拡大を意識した有機栽培等の推進も行います。

○消費者に信頼される安全安心な伊勢茶づくり
生産から加工・流通、消費に至る安全・安心の確保に向け、GAPの取得による品質管理・生
産工程管理やHACCPの考え方を取り入れた衛生管理等を進めます。

○茶業関係組織の体質強化　　　
県内茶業界を牽引してきた各組織等においても、事業縮小が余儀なくされ、世代交代も進ん
でいることから、令和7年度に開催される大阪・関西万博や令和8年度三重県開催予定の関西
茶業振興大会への準備活動等をきっかけとして、将来に向けての組織体質強化や人材育成など
に取り組みます。

（伊勢茶のブランド力強化・消費拡大）
1　伊勢茶リーフの需要拡大事業（継続）
「淹れ方教室｣ を通じリーフ茶の需要拡大を図るとともに、地域の茶業組合による小中学校生
を対象にした ｢お茶でうがい運動｣ 等の支援活動等、伊勢茶のPRを行い、緑茶ファンを増や
す運動に取り組みます。
　・「淹れ方教室｣ の開催
（1）高等学校、一般グループ、イベントなど様々な場面、対象に対する淹れ方教室の実施
（2）伊勢神宮 ｢伊勢茶接待所｣ 開設
以上の事業については、県茶業青年団、県茶生産青年会、日本茶インストラクター協会三重
県支部、伊勢茶推進協議会の協力を得て実施します。
　・伊勢茶の認知度向上のためのイベント等への参画
　県及び関係団体等が実施する伊勢茶イベント等に積極的に参画します。

2　伊勢神宮 ｢伊勢茶（新茶）｣ 奉納事業（継続）
本年で21回目となる伝統的な行事として、新聞、テレビ等でのPR効果も期待出来ることか
ら引き続き実施します。
3　伊勢茶認証店支援事業（継続）
本年度も引き続き申請を受け付け、情報発信方法等の工夫等制度の充実を図り、伊勢茶の認
知度向上・販売促進を目指します。

（良質な伊勢茶の生産・経営基盤強化）
4　「第2期伊勢茶リフレッシュ運動｣ 推進事業（継続）
6年度も国の茶改植等支援事業に取り組みます。
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　・国補事業：茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進
　　　令和6年度公募採択済み（5組合）　補助金額　約4,000万円　
　　　　　改植8.2ha、新植2.8ha、台切り0.8ha、直接被覆（てん茶）5.2ha
　　　　　有機転換2.7ha　輸出体系転換6.3ha　等

5　茶セーフティネット事業（継続）
　燃料（A重油に加えてガスも対象）価格高騰を受けて事業を実施します。
　令和4～6年度（一部生産者は令和5～7年）の実施
　　令和6年度加入者　97茶工場　燃料補填積立金　約2億6,600万円　

6　伊勢茶振興助成等事業（継続）
（1）生産技術等課題解決のための調査・分析事業（委託または共同実施）
　�　生産等技術課題（農薬、肥料等の価格高騰対応等）の解決を研究機関や大学等と連携し
て進めます。（1件10万円　2件程度）
　※実施予定課題（いずれも生産者提案の具現化）
　①防霜ファンモニタリング装置の開発　（三重県工業研究所）
　　�　防霜ファンの死活状態をモニタリングしてインターネット経由で管理者に結果を通知
するシステムを開発する。　　　　　　　　

　②施肥効率向上に向けた液肥の活用方法の検討（三重県農業研究所）
　　�　肥料高騰対策として液肥の利用に注目し、葉面散布も含めた液肥の費用対効果につい
て検証を実施する。

（2）伊勢茶新商品及び新サービス開発支援事業（助成事業）
　�　会員の自由な発想を生かすことにより、経営基盤の強化につながる伊勢茶商品や伊勢茶
を活用したサービスの開発を促進のため、これらの活動への助成事業をモデル的に実施し
ます。（1件10万円定額　6件程度）

7　品質向上・品評会参加事業（継続、一部新規）
茶生産技術の向上と良質伊勢茶生産の発揚の場として関係機関の協力を得て、伊勢茶振興大
会を開催するとともに、各種品評会への参加を促し、上位入賞を目指します。
（1）	 第47回伊勢茶品評会及び第47回伊勢茶振興大会の開催
（2）	 第78回全国茶品評会（静岡県）及び第76回関西茶品評会（愛知県）
（3）	 出品茶品質向上奨励金の交付
（4）	 令和8年度三重県開催予定の第78回関西茶品評会に向けての準備開始

8　有機栽培及び伊勢茶輸出推進事業（新規）
三重県農林水産物・食品輸出促進協議会や伊勢茶輸出プロジェクトと連携し、有機栽培や伊
勢茶の輸出を推進する。
（1）	 伊勢茶の有機栽培現地実証データの収集
　　伊勢茶輸出プロジェクトからの委託を受け、有機栽培を実践する生産者を支援します。

（消費者に信頼される伊勢茶づくり）
9　｢安全安心な伊勢茶づくり運動｣ 推進事業（継続）
食品衛生法の改正への対応やグローバルGAPの認証取得は、伊勢茶の安全安心の高度化、さ
らには茶の輸出促進にも寄与することから、取得等支援を行います。
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（組織活動の強化）
10　地区茶業組合等活動助成事業（継続）
地域における組合活動の推進と「伊勢茶の需要拡大｣、｢伊勢茶リフレッシュ運動」、｢安全安
心な伊勢茶づくり運動｣ への取り組みを強化するため茶業組合等へ助成します。
11　後継者等育成組織助成事業（継続）
後継者育成の重要性に鑑み、後継者等育成組織の活動を支援助成します。
（�県茶業青年団、県茶生産青年会、県手もみ茶技術伝承保存会、日本茶インストラクー協会三
重県支部）

12　茶情報等の発行（継続）
茶情報（年2回）及び技術情報等を発行します。

［役員の一部変更］

組織代表者等の変更に伴い、次のとおり役員が代わりました。

選出組織 退任役員 新任役員

大 安 町 茶 生 産 組 合 伊　藤　哲　也 伊　藤　竜　己

県 茶 生 産 青 年 会 米　川　達　也 西　村　彰　太
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三重県茶業会議所  代議員・役員名簿三重県茶業会議所  代議員・役員名簿

任期：R5年7月～R8年6月

構成団体名 代議員 内役員 代　議　員　名 役　員　名

全農三重県本部 2 1 大瀬憲一・前田順士 大瀬憲一

県茶商工業協同組合 4 4 安田　伸・中嶋浩喜・川原　登
伊藤貴彦

安田　伸・中嶋浩喜
川原　登・伊藤貴彦

三重茶農業協同組合 4 2 豊田栄之・大野博司・中尾伸次
原　　誠 豊田栄之・大野博司

桑名市茶業組合 1 1 伊藤公一 伊藤公一

いなべ市
　大安町茶生産組合
　北勢町茶業組合

2 1 伊藤竜己・片山善紀 伊藤竜己

菰野町茶生産組合 2 1 矢田長衛・片岡正人 矢田長衛

四日市茶業連合会 9 4
矢田宗久・田中宏典・豊田宗浩
清水克司・鎌田俊充・伊藤俊也
小林賢二・本郷圭三・古川真幸

矢田宗久・田中宏典
豊田宗浩・清水克司

鈴鹿市茶業組合 7 3
水野純志・前田　有・山際基司
堀田治康・村上忠司・小川和美
市川　晃

水野純志・前田　有
山際基司

亀山市茶業組合 3 2 一見守一・市川泰三・伊達謙二 一見守一・市川泰三

関町茶業組合 1 1 伊藤ちなみ 伊藤ちなみ

芸濃町茶生産組合 1 1 竹尾和郎 竹尾和郎

久居・一志茶業組合 3 1 横谷　威・山中重範・菅尾充孝 横谷　威

松阪市茶業組合 4 2 中村吉勝・岡本孝雄・髙橋　徹
村瀬貴昭 中村吉勝・岡本孝雄

多気町茶業組合 3 1 加藤健一・大西正巳・大嶋博文 加藤健一

大台町茶業組合 3 2 中西一浩・松田典久・西村光弘 中西一浩・松田典久

松阪市茶商組合 2 1 塚本泰弘・杉本怜子 塚本泰弘

伊勢市茶商組合 1 1 永井一誠 永井一誠

大宮町茶振興協議会 1 1 西村敏博 西村敏博

度会町茶業組合 3 2 中森　大・喜多嘉一・畑中勇作 中森　大・喜多嘉一

伊賀茶業組合 1 1 北森　徹 北森　徹

県茶業青年団 1 1 水野翔一 水野翔一

県茶生産青年会 1 1 西村彰太 西村彰太

県手もみ茶技術伝承保存会 1 1 市川　晃 市川　晃

学識経験者 2 2 鎌田隆郎・後藤健治 鎌田隆郎・後藤健治

計 62 38

顧　問 中嶋　正・田中利宣
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（伊勢茶の生産流通状況等）
令和5年度の茶の状況は、新型コロナウイルス感染症の影響緩和により、店舗での営業やイ
ベント開催などの人の動きは、コロナ以前に徐々に戻ってきており活気さえ感じています。
加えて、多くの観光地をかかえる私ども関西地域へのインバウンドの回復が顕著であり、抹
茶を中心に一定の特需も生まれていることは明るい兆しとなっています。
しかしながら、物価の上昇により消費者の購買意欲が上がらず、贈答用の高価格帯の動きも
鈍く、二番茶を中心にドリンク向けの一定の需要があったものの、リーフ茶使用の需要低迷な
どによる先行き不透明感から全体的には軟調な取引が続きました。
さらに、茶産地に目を向ければ、高齢化等による担い手不足に起因する茶園の荒廃化や茶園
面積の減少等に、燃油や肥料等資材の高騰や労働人材不足がさらに拍車をかけて、生産の経営
を圧迫している現状は、茶の流通・販売を担う私どもの茶業会議所にとって憂慮に堪えない事
態は続いています。

（事業の概要）
このようななか、令和5年度については、
（1）伊勢茶のブランド力強化・消費拡大
（2）良質な伊勢茶の生産・経営基盤の強化
（3）消費者に信頼される安全安心な伊勢茶づくり
（4）茶業関係組織の体質強化
を基本方針として取り組みました。

1　総会・役員会等
（1）令和5年度総会
　　令和5年6月15日（木） プラザ洞津3階孔雀の間　令和5年度通常総会
（2）　役員会等
　・第1回総務理事会　　令和5年6月6日（火）（農業共済組合桜橋会館）
　　　令和5年度総会提出議案について
　・第1回役員会　　　　令和5年6月15日（木）（プラザ洞津）
　　　令和5年度総会附議事項について
　・第2回総務理事会　　令和5年10月24日（火）（農業共済組合桜橋会館）
　　　茶業功績者の選定、ネットワークセキュリティの強化について
　・第2回役員会　　　　令和5年10月24日（火）（農業共済組合桜橋会館）
　　　第46回伊勢茶振興大会他、今後の事業実施計画について
　・第3回役員会　　　　令和6年3月26日（火）（農業共済組合桜橋会館）
　　　5年度事業実績報告（案）・次年度事業方針（案）
（3）監査会
　　令和5年6月1日（木） （農業共済組合桜橋会館） 4年度監査

令和 5 年度事業報告令和 5 年度事業報告
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（4）　要望活動等
　・知事と農業団体との意見交換会　8月2日（水）　会頭出席
　・知事の現地調査
　　　12月3日　四日市市　三重茶農協組合長　他、
　　　1月23日　松阪市　　松阪茶業組合長
　・県茶業及びお茶の文化振興議員連盟関係
　　　総会（11月15日）、ヴィソン伊勢茶イベント（11月29日）、
　　　研修会（3月29日）　常務出席
　　　現地調査（2月16日）北茶センター、丸原水沢製茶、マル信緑香園

（伊勢茶のブランド力強化・消費拡大）
2　伊勢茶リーフの需要拡大事業
高等学校等を対象とした「淹れ方教室｣ の開催や小中学校生等を対象とした地域の茶業組合に

よる活動の支援により、伊勢茶の知名度向上及び需要拡大、緑茶ファンの拡大に取り組みました。
　・高等学校等を対象とした「淹れ方教室｣ の開催高等学校を対象とした「淹れ方教室｣ の開催
　�久居農林高校、四日市農芸高校、明野高校、白山高校、桑名北高校、宇治山田商業高校、稲
生高校、四日市中央工業高校、朝明高校、相可高校、あけぼの学園高校、四日市商業高校、
西日野にじ学園、いなべ総合学園高校、メリノール学院中学校、四日市高校、松阪高校、白
子高校、桑名高校:定時制、津田学園（中学）、神戸高校　合計21校547名の学生を対象に、
三重県茶業青年団の皆さんが17日間にわたり実施しました。

（2）伊勢神宮 ｢伊勢茶接待所｣ 開設
　　12月31日～1月2日（例年より1日だけ短縮開催）
　�　県茶業青年団員及び県茶生産青年会員とそれ以外に呼びかけた3名（会議所関係者1名、
大学生2名）により、伊勢神宮外宮において呈茶を行いました。

（3）伊勢茶の認知度向上のためのイベント等への参画
　　6月16日（金）　G7サミットの交通大臣会合の場で伊勢茶を情報発信
　　6月19日（月）　内閣総理大臣への新茶提供
　　11月29日（水）～12月3日（日）　ヴィソン多気「伊勢茶フェスinVISON」
　　2月17日（土）～18（日）　三重県観光連盟「みえの餅街道in東京」

3　伊勢神宮 ｢伊勢茶（新茶）｣ 奉納事業
20回目となる新茶の奉納を令和5年4月21日（金）、 会頭、手もみ茶保存会会長等15名で奉

納しました。

4　伊勢茶認証店支援事業
本年度認証店を1件追加しました。（T-BOX）

5　「第2期伊勢茶リフレッシュ運動｣ 推進事業 
7茶業組合等29戸の皆さんにより、改植5.6ha、新植1.1ha、台切り0.2ha等が実施されました。 
2次公募分が不採択となったため、希望者分（四日市、鈴鹿市、松阪市）を類似事業の産地生
産基盤パワーアップ事業に急きょ申請し、10戸の皆さんにより改植2.2ha、を実施されました。
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6　茶セーフティネット事業（燃油価格高騰対策）
燃料価格高騰を受けて、令和5年度からはA重油に加えてLPガスも対象になりました。101
工場が加入し、約2.5億円補填のための資金造成（国費1/2）をしました。4月～10月まで、ほ
ぼ毎月急騰特例の対象となり、約1.3億円（国費1/2）が補填されました。

7　伊勢茶振興助成等事業
（1）生産技術等課題解決のための調査・分析事業
　�　三重県農業研究所茶業研究課及び静岡県立大学茶学総合研究センターとの連携により、
「ストレス緩和効果を有する伊勢茶の開発」にかかる共同研究を実施しました。
　�　当初計画の抹茶態の茶葉に加えて、抽出液のマウス摂取実験を行い、かぶせ茶や二段被
覆茶のストレス緩和効果を明らかにしました。
　　三重県農業研究所茶業研究課おいては、人の摂取による効果の研究も検討されています。
（2）伊勢茶新商品及び新サービス開発支援事業
　�　県の補助事業「伊勢茶新商品・新サービス展開事業費補助金」への会員応募者のフォロー
アップとして予算化しましたが、ほぼ採択（5件）されたので5年度の実施はありませんで
した。

8�　品質向上・品評会参加事業
茶生産技術の向上と良質伊勢茶生産の発揚の場として、第46回伊勢茶品評会を開催するとと
もに第77回全国茶品評会、第75回関西茶品評会に参加しました。
（1）伊勢茶品評会及び伊勢茶振興大会の開催　
　�　第46回伊勢茶品評会を県茶業研究課（亀山市）、伊勢茶振興大会をプラザ洞津（津市）
で開催しました。（104名参加）

【日　程】
項　　目 月　　日 関 係 者 数 場　　所

見本採取 8月8日（火） ４名 県茶業研究課
サンプル作成 8月22日（火） 20名 　　 〃
成分分析 8月30日（水） 審査員3名、補助員2名 　　 〃
審査会 官能審査 9月13日（水） 審査員13名、補助員47名 　　 〃
審査会 価格審査

9月14日（木） 審査員10名、補助員16名 　　 〃
擬賞会
伊勢茶振興大会 11月28日（火） 来賓、茶業関係者約100名 プラザ洞津

【出品点数等】
普通煎茶 深蒸し煎茶 かぶせ茶 計

出品茶数 32 43 32 107
出品組合数 7 4 5 7

入賞数
1等 2等 3等 計
10 10 14 34

【伊勢茶品評会特別賞】
（普通煎茶の部）
農林水産大臣賞　三重県知事賞 池田　達彦 四日市市
東海農政局長賞　三重県議会議長賞 西村　　武 大紀町
全国茶商工業協同組合連合会理事長賞 萩村　和樹 四日市市
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（深蒸し煎茶の部）
農林水産大臣賞　三重県知事賞 ㈲深緑茶房　高尾　哲也 松阪市
東海農政局長賞　三重県議会議長賞 ㈲深緑茶房　松倉　大輔 松阪市
全国茶生産団体連合会長賞 ㈲深緑茶房　仁田　　勲 松阪市
関西茶業協議会長賞 ㈲深緑茶房　西村　彰太 松阪市

（かぶせ茶の部）
農林水産省農産局長賞　三重県知事賞 伊藤　智紀 鈴鹿市
三重県議会議長賞 池田　汐里 四日市市

（公社）日本茶業中央会長賞 ヤマギシズム水沢美里実顕地
馬場　重徳 四日市市

【産地賞】
順　　位 市　町　名 説　　　明
1　位 松阪市

関西茶品評会及び伊勢茶品評会での評価点数を
加味した総合評価

2　位 四日市市
3　位 大台町

　振興大会では、地域の茶産地でご活躍いただき功績のあった次の３名の方を茶業功績者と
して表彰しました。
　・伊達亀嘉氏　亀山市辺法寺町
　・伊達義則氏　亀山市辺法寺町
　・池口暁生氏　大台町新田
　また、講演会（88名参加）及び懇親会（62名参加）も開催しました。
（2）第77回全国茶品評会及び第75回関西茶品評会の参加
　�　第77回全国茶品評会（福岡県）及び第75回関西茶品評会（関西茶業協議会）に参加し、
全国茶品評会には、普通煎茶10㎏1点、4㎏4点、かぶせ茶12点の計17点を、関西茶品評
会には、普通煎茶35点、深蒸し煎茶36点、かぶせ茶18点の計89点を出品しました。

第77回全国茶まつり福岡大会
【日　程】

月　　日 場　　所
全国茶品評会 8月22日（火）～25日（金） A全農ふくれん茶取引センター
入 札 販 売 会 9月21日（木） サザンクス筑後
褒 賞 授 与 式 10月28日（土）　 八女市民会館おりなす八女

【出品点数等】
普通煎茶

かぶせ茶 玉露 てん茶 総計
10kg 4kg

出品茶数　県 1 4 12 17
　　　　全体 104 110 105 117 111 832
出品都府県数 7 14 7 5 7 20

第75回関西茶業振興大会
【日　程】

月　　日 場　　所
関西茶品評会 8月2日（水）～4日（金） 宇治茶会館
入 札 販 売 会 9月7日（木） JA全農京都宇治茶流通センター
褒 賞 授 与 式 11月28日（火） 各県で実施
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【出品点数等】
普通煎茶 深蒸し煎茶 かぶせ茶 総計

出品茶数　県 35 36 18 89
　　　　全体 116 41 43 331
出品都府県数 6 2 4 6

【関西茶品評会特別賞】
（深蒸し煎茶の部）
農林水産大臣賞 ㈲茶工房香肌　寺岡　広治 松阪市
農林水産省農産局長賞 ㈲茶工房香肌　村瀬　貴昭 松阪市

【産地賞】
普通煎茶の部 3位　大台町
深蒸し煎茶の部 1位　松阪市

（3） 出品茶品質向上奨励金の交付
　�　関西茶品評会で1等に入選された深蒸し煎茶の部　松阪市   ㈲茶工房香肌　寺岡広治氏、
松阪市  ㈲茶工房香肌　村瀬貴昭氏に出品茶品質向上奨励金を贈呈しました。

８　｢安全安心な伊勢茶づくり運動｣ 推進事業
GAP認証の維持経費負担を軽減するため、市場等中心となった団体認証を推進し、県内の市
場や茶商が事務局となる団体認証グループが数件出来ました。

９　地区茶業組合等活動助成事業
地域における組合活動の推進と「伊勢茶の需要拡大｣、｢伊勢茶リフレッシュ運動」、｢安全安
心な伊勢茶づくり運動｣ への取り組みを強化するため茶業組合等へ助成しました。

10　後継者等育成組織助成事業（継続）
後継者育成の重要性に鑑み、後継者等育成組織の活動を支援助成しました。（県茶業青年団、
県茶生産青年会、県手もみ茶技術伝承保存会、日本茶インストラクー協会三重県支部）

11　茶情報等の発行（継続）
茶情報（年2回）及び技術情報等を発行しました。
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伊勢茶推進協議会

県内市場（三重茶農協、全農みえ）、三重県茶業組合連絡協議会、三重県茶業会議所（監事対
応先組織）で組織構成し、伊勢茶の啓蒙宣伝活動と消費拡大、及び安全安心な生産流通を図っ
ています。

〇令和5年度活動状況　(令和5年4月1日から令和6年3月31日)
　SNSを活用した伊勢茶宣伝活動・ECツールの強化を重点項目として活動。
　行政と連携した「伊勢茶マイボトルキャンペーン」にも積極的に参画し、伊勢茶PayBoxの
普及にも努めた。
（1）広告宣伝対策
①SNSツールを活用した伊勢茶宣伝広告活動
②FM三重ラジオによる特別番組の制作
③伊勢茶野立看板継続申請手続き

（2）消費・販売宣伝対策
①伊勢茶マイボトルキャンペーン行政との連携
②茶柱タツグリーディング（イベント各種）
③伊勢茶PayBoxの普及活動

（3）生産対策
①JGAP生産管理システム機能改修
②安全・安心伊勢茶づくり支援（市場出荷検査袋と茶出荷表・製茶記録用紙）
③行政と連携した伊勢茶GAP（履歴システム）の取組み

〇令和6年度計画
本年は昨年に引き続きSNS・Eツールの拡充を基本として、行政が取り組む「伊勢茶マイボ
トルキャンペーン」にも積極的に参画する。
日本茶インストラクター協会三重県支部と伊勢茶宣伝活動において連携を図って行く。
また、生産対策面では、伊勢茶GAPシステムの普及を行政と進める。

三重県の令和6年度計画

三重県では、厳しい茶業界の現状踏まえて、伊勢茶振興計画を改定するとともに、伊勢茶振
興プロジェクト推進会議を設置し様々な取り組みが実施されています。その概要を以下のとお
り紹介します。
〇産地構造改革プロジェクト
未来の三重の茶産業のため、地域の茶産地が抱える課題について個別チームを立ち上げ、解
決に取り組みます。
茶園の荒廃防止、産地生産力の維持、中心経営体の経営基盤強化等を課題として、令和5年

関係組織の令和5年度活動状況と関係組織の令和5年度活動状況と
令和6年度活動計画の概要紹介令和6年度活動計画の概要紹介

リニューアルした野立看板



茶　　　　　情　　　　　報令和6年9月30日

12

度までに県内6地区で開始され、令和6年度も新たに3～4地区での開始が想定されています。
※県の農林事務所、中央農業改良普及センター、市町、JAが連携して進めます。

〇伊勢茶消費拡大県民運動プロジェクト
　・伊勢茶マイボトルキャンペーン（と、伊勢茶。）の普及定着
　　メールマガジン配信等
　・伊勢茶の新たな需要の創出
　　伊勢茶新商品・新サービス展開事業の実施
　　　�県内の生産者や製茶関係業者（卸、小売とも）等が取

り組む伊勢茶の新商品、新サービスの展開に対して補
助率2/3以内で上限30万円を助成

　　伊勢茶利用加速化キャンペーン
　　　伊勢茶を使ったメニュー開発に取り組む飲食店を募集
　　　　※�結果として、100を超える飲食店からの応募があり

ました。

　・県内外でのプロモーション活動
　　中学、高校での伊勢茶PR、観光業者向け伊勢茶研修等
　　�Ise Cha Promotion Award（ICPA）（学生が考えた伊勢茶
を盛り上げるアイデアを発表するイベント）の実施

〇伊勢茶輸出プロジェクト
令和6年計画
　１　地域の関係者による輸出推進体制の組織化
　　�　ターゲット国において、アドボカシー・マーケティングが展開できるアドボケイツ兼
現地カウンターパートの育成等を図る。

　２�　生産・流通体系の転換を通じた大規模輸出産地のモデル構築
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トピックス （４月以降の主な出来事）

 神宮へ新茶奉納

令和6年4月22日（月）伊勢神宮（内宮）に伊勢茶（新茶）の奉納も今年で21回目を迎えま
した。
三重県茶業会議所会頭、三重県手もみ茶技術伝承保存保存会会長、茶娘など約15名が、隊列
を組んで奉納を行い、日頃の感謝と今年の茶業の盛況を祈願いたしました。

 三重県知事への新茶贈呈

令和6年5月24日（金）には、当会議所の代表
者が三重県庁を訪問し、一見勝之知事へ新茶贈呈
を行いました。
知事には、新茶や手もみ茶（水出し）を試飲し
ていただくとともに、伊勢茶振興への強い思いを
聞かせていただきました。

 三重県議会に「伊勢茶の振興に関する条例策定調査特別委員会」を設置

5月29日三重県議会に設置された「伊勢茶の振興に関する条例策定調査特別委員会」（中瀬古
初美委員長、10人）の初会合が開かれました。
今後、伊勢茶の振興に関する条例案（仮称）の策定（本年度3月中の条例案提出を目標）に
向け、伊勢茶の活用の状況、伊勢茶のブランド化の推進、伊勢茶の振興策、お茶を通じた食育
の推進など伊勢茶の消費の拡大に関する調査とともに、他自治体におけるお茶の振興に関する
条例、施策などに関する調査が行われます。
茶業会議所としても、厳しいの現状のなか、伊勢茶振興について、県議会や県行政当局に特
別な課題として議論いただくことは非常にありがたいことと思います。
本県茶業界においても、これまで取り組んできた伊勢茶のブランド化や振興策等の再検証を
行うとともに、現状を打開すべく議論を進め、改善案等が条例や施策に反映されるよう積極的
に提案していきたいと思います。



茶　　　　　情　　　　　報令和6年9月30日

14

（参考）他府県の主な条例
　〇静岡県 　　　　静岡県茶業振興条例 
　〇京都府 　　　　京都府宇治茶普及促進条例
　〇埼玉県狭山市 　おいしい狭山茶大好き条例 
　〇静岡県静岡市 　静岡市めざせ茶どころ日本一条例 
　〇京都府舞鶴市 　舞鶴産のお茶の生産振興及び普及促進に関する条例
　〇茨城県城里町 　城里町地元茶等による乾杯の推進に関する条例 
　〇静岡県掛川市 　掛川市緑茶で乾杯条例
　〇愛知県西尾市 　西尾の抹茶おもてなし条例 
　〇滋賀県甲賀市 　甲賀市甲賀の茶及び甲賀の地酒を信楽焼の器でもてなす条例
　〇京都府宇治市 　宇治茶の普及とおもてなしの心の醸成に関する条例
　〇福岡県八女市 　八女茶でまちづくり条例 
　〇福岡県うきは市 お開きは、うきはの茶で乾杯条例

 第78回全国茶品評会及び第76回関西茶品評会の情報

○第78回全国茶品評会審査会（静岡県）が8月27日～30日に実施されました。
残念ながら本県の入賞はありませんでした。
なお、11月2日（土）～3日（日）に大会式典（褒賞授与式）や消費者イベントが浜松市で
行われます。
また、「第41回全国茶生産青年の集い」（審査技術競技会、夕べ）については、11月1日（金）
に静岡市で行われます。
○�第76回関西茶品評会審査会（愛知県豊田市）が7月31日～8月2日実施され、深蒸し煎茶の
部で㈲茶工房香肌　村瀬貴昭氏が農林水産大臣賞、㈲茶工房香肌　森本芳樹氏が農林水産省
農産局長賞を受賞するなど県内出品茶が好成績を収めました。
　�なお、11月16日（土）～17日（日）に振興大会（褒賞授与）や消費者イベントが西尾市で
行われます。

 有機栽培の推進について

近年、有機栽培茶の需要や海外輸出が増加しており、県内茶商からも有機栽培茶生産を拡大
してほしいとの強い要望があります。
一方で生産農家からは、通年安定生産が難しい、除草などの労働負荷が大きいなど声があり、
有機転換が上手く進んでいないのが現状です。
そこで、県等関係機関の協力を得て実施している本年度の取組みを紹介します。

〇有機栽培転換実証ほの設置
　伊勢茶輸出プロジェクトからの委託により、本年度から有機栽培転換を図るほ場がある農家
を募集し、大規模データの収集に取り組んでいます。
　具体的には、9農家で10ha弱の有機栽培転換ほ場の栽培記帳や収量調査をお願いするととも
に、一部残留農薬検査等も実施します。
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〇有機栽培にかかる研究
　三重県農業研究所茶業研究課では、国立研究開発法人　農業食品産業技術総合研究機構を代
表機関とする「茶のスマート有機栽培技術体系の開発と現地実証試験」に参画し、県内におい
て、気象・土壌データに基づく有機栽培施肥技術の開発、有機栽培対応型IPM体系の開発と導
入、有機栽培現地実証試験と経営評価に取り組むとともに、カワサキ機工株式会社を代表とし
た「蒸気を利用した茶の有機栽培向けスマート乗用複合管理機の開発」に参画し、県内におい
て蒸気による茶園除草作業の実用性評価に取り組んでいます。
 

（参考）現行の有機栽培への支援
　①�茶業会議所が実施主体となり実施している国の茶改植等事業のなかで、有機栽培への転
換に必要な資材の導入に（有機認証取得までの資材費相当として）10万円/10a定額助成
（開始年に助成、3年後に認証書を提出）　実績あり

　　�さらに6年度公募から有機栽培への転換にかかる簡易な圃場整備等を1/2補助するメ
ニューが追加された。

　　→　産地パワーアップ事業でも補助率が異なるが実施可能
　②有機転換推進事業
　　慣行栽培から有機栽培への転換　2万円/10a以内

本年7月、三重県茶業会議所顧問（元会頭）中嶋正氏がお亡くなりになられました。

昭和34年の理事就任以来、副会頭、会頭と平成26年の会頭退任まで54年の長きにわ

たりご指導をいただき、その後も顧問としてご支援を頂きました。その間、三重県茶業

を生産、流通、販売のあらゆる面でリードするとともに、全国茶商工業協同組合連合会

副会長等の全国組織においてもご活躍されるなど茶業界に多大なご貢献を頂きました。

ここにあらためて生前の御厚誼に深謝し心からお礼申し上げます。

また、下記のとおり「偲ぶ会」が予定されてますのでお知らせします。

	 　　　　日時　令和6年10月30日（水）午後1時～3時
	 　　　　場所　四日市中央斎奉閣 （四日市市芝田1-5-31）

深 謝深 謝

（国研）農研機構・生研支援センター
委託事業「戦略的スマート農業技術等の
開発・改良第2回公募」において、有機
栽培茶の蒸気防除・除草コンソーシアム
により実証試験を行っています。

（写真　幼木園における蒸気による除草）
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品評会では、普通煎茶の部36点、深蒸し煎茶の部35点、かぶせ茶の部36点の合計107点が
出品され、審査会は三重県農業研究所 茶業・花植木研究室において以下の日程により鈴木孝明
茶業・花植木研究室長を審査長として17名の専門審査員で厳正に審査されました。

成 分 分 析 令和6年8月21日

官 能 審 査 令和6年9月5日

価 格 審 査 令和6年9月6日

その結果1等に9名、2等に9名、3等に15名の方が入賞され、入賞者には令和6年11月26日
（火）プラザ洞津で開催される第47回伊勢茶振興大会で褒賞授与を行います。
その中から次の方々が特別賞を受賞されました。

第47回伊勢茶品評会特別賞
（普通煎茶の部）
農林水産大臣賞/三重県知事賞 1等1席 四日市市 ㈲萩村製茶　萩村　和樹

東海農政局長賞/三重県議会議長賞 1等2席 四日市市 ㈲萩村製茶　萩村　浩史

全国茶生産団体連合会長賞 1等3席 大台町 木下　辰美

（深蒸し煎茶の部）
農林水産省農産局長賞/三重県知事賞 1等1席 松阪市 ㈲深緑茶房　高尾　哲也

三重県議会議長賞/�（公社）日本茶業中央会長 1等2席 松阪市 ㈲深緑茶房　仁田　　勲

関西茶業協議会長賞 1等3席 松阪市 ㈲茶工房香肌

（かぶせ茶の部）
農林水産大臣賞/三重県知事賞 1等1席 四日市市 ㈲萩村製茶　萩村　浩史

東海農政局長賞/三重県議会議長賞 1等2席 四日市市 ㈲萩村製茶　萩村　重美

全国茶商工業協同組合連合会理事長賞 1等3席 四日市市 ㈲萩村製茶　萩村　和樹

伊勢茶品評会を開催伊勢茶品評会を開催
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開催日時	 令和6年11月26日（火）午後2時から
開催場所	 津市新町1丁目6－28　プラザ洞津 孔雀の間（3F）
参加人数	 150名程度
内　　容	 （1）大会行事　・茶業功績者表彰
			   　　・伊勢茶品評会褒賞授与（会頭賞　特別賞　産地賞）
			   　　・出品茶品質向上奨励金贈呈式
			   　　・大会宣言
	 （2）講演会　「世界は日本茶に夢中！　皆で進める魅力発信」 
			   　　（一社）国際日本茶協会　副理事　松本　靖治
	 （3）懇親会

第47回伊勢茶振興大会の開催についてお知らせ

三重県茶業会議所茶業振興費徴収規定

三重県茶業会議所（以下「会議所」という。）の運営並びに事業推進のため茶業振興費を次により
徴収する。
１．茶業振興費の賦課金
三重県内で生産された荒茶1㎏について
荒茶割（県内県外を問わず売手）3円、買入割（県内県外を問わず買手）3円

２．徴収方法等
⑴　県内茶市場で取引した茶
　　荒茶割3円、買入割3円を茶市場が徴収代行し、6円を茶市場が会議所に納入する。
　�　ただし、徴収額がその年度の茶市場荒茶取引量から計算した額に達しないときは、その差額
（荒茶取引量から計算した額－徴収代行額）を茶市場負担の茶業振興費として茶市場が会議所に
納入する。

⑵　県内茶市場外（県内茶商工業者）で取引した茶
　�　荒茶割3円を茶商工業者が徴収代行し、茶商工業者は買入割3円を加算して6円を会議所に納
入する。

⑶�　茶生産者が県内茶市場、県内茶商工業者等以外（直売又は県外茶市場、県外茶商工業者等）
に販売した茶については1㎏当たり6円を茶生産者が会議所に直接納入する。

⑷　⑵、⑶については、茶業振興費の徴収額（推定額）を割当てることができる。
３．納入方法
茶業振興費の納入は、7月、9月、12月、2月の各月末日に各期間分を会議所に納入し、2月末日

以降の分は年度末に納入する。
４．付　則
⑴　この規定は、毎年度の会議所総会において当該年度の実施について承認を得なければならない。
⑵　この規定は、平成12年度産茶から実施する。

［振 込 先］　（郵便振込の場合）　　　　　　　　　　（銀行振込の場合）
　　　　　　  口座　00870－6－91091　　　　　　 百五銀行県庁支店　普通預金　№3310
　　　　　　  口座名義　三重県茶業会議所　　　　  口座名義　三重県茶業会議所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会頭　鎌田　隆郎
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三重県農薬商業協同組合

理 事 長 中　村　剛　明

副 理 事 長 青　木　貴　行

加　藤　眞　八

事　務　所 津市桜橋１丁目649番地

T E L  059－225－7617

F A X  059－225－5341

大事な茶樹を病害虫から守る ! !

副 理 事 長

三 重 県 肥 料 商 業 組 合

理 事 長 加　藤　眞　八

副 理 事 長 九　鬼　十三男

事　務　所 津市桜橋１丁目649番地

T E L  059－225－5341

F A X  059－225－5341

おいしいお茶に最適の肥料を ! !

丹　羽　　　通常 務 理 事
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